
成瀬が丘自治会の目的・意義（入会のメリット）２０２０ 

 

自治会は、一定の地域に住む人々が日常的な親睦・交流を通して連帯感を培い、自治体、消防・警察

署等からの支援を得て、環境美化・防災強化・治安向上等、地域に共通する課題を協調・連携して解決

するために自主的に活動する任意の組織団体です。成瀬が丘自治会は、成瀬駅を中心に横浜線の南側の

地域住民で構成し、安全・安心でより豊かな住み良い街づくりを積極的に進めている自治会です。 

 

１．地域住民との親睦・交流 

昨今、家庭内暴行や少年犯罪、児童虐待など不可解な事件が相次いで発生し、ニートや引き籠りの

増加も指摘されていますが、その背景には家庭や地域における人間関係の希薄さがあると言われてい

ます。職場や学校、家庭内での疎外感が潜在的に蓄積し、ある時爆発する。インターネット・SNS の

普及や核家族化、共稼ぎの増加など生活スタイルの変化が、拍車を掛けているとも言われています。 

自治会に入会すれば、年間を通して行事、訓練、講習会等の活動に参加することで、隣近や地域の

人達との親睦・交流がより深まり、人間関係を拡大しながら人間性を高め合うことが出来ます。 

子供達から高齢者までがお互いに助け合う共同意識を高め、心身共に住み良い環境作りに参画するこ

とができます。 

                              （主に厚生部担当） 

２．行政・地域からの情報 

自治会の広報活動や回覧板により、行政・地域からの必要で有用な連絡や情報が受けられます。 

内容は、都や市から配られる制度の改正や各種イベント情報、地域の行事や自治会の活動運営状況、

通販や商店街からのお知らせなど多岐にわたります。 

配給を受ける権利はあっても、自治会の連絡網に載らなければ、連絡や情報が得られません。 

（主に広報部担当） 

３．緊急時の連絡や災害時の救助 

災害発生時には自治会の自主防災活動により住民同士の助け合いが進みます。自治会の名簿に載る

ことで緊急時の連絡や災害時の市・公共機関からの救助・食糧配給等が組織的に受けられます。 

自治会の防災倉庫には、救出・救護資機材として発電機、投光器、ブルーシート等が配備されており、

加入者は災害の状況に応じて利用できます。自治会未加入者は個人で対応するしかありません。 

              （主に自主防災部担当） 

４．地域住民の意見・要望の提起 

住環境（道路、公園、空地など）に対する意見や要望を、自治会を通じて行政などに提起できます。

個人ではなかなか届かない要望も、自治会の組織を通じてより大きく働き掛けることができます。 

明るく住み易い地域環境作りを、自治会と会員の共同活動でより大きく前進させることが出来ます。 

（主に環境部担当） 

５．防犯の強化 

自治会の組織が堅固で、地域住民の横のつながりが強い地域は犯罪が少ないと言われています。 

街路灯の整備や防犯パトロールの強化、近隣への声掛け等で、治安の良い安全・安心な環境を作り、

痴漢や通り魔、引ったくりや空巣、詐欺などの犯罪が少なく、抑止力の大きい地域が作れます。 

（主に防犯交通部担当） 

６．健康福祉の向上 

高齢化に伴う老人の孤立や認知症、寝たきり等に備えて、介護予防教室やウォーキング等健康促進

活動に参加し、人と人とのつながりを強くしながら、健康福祉向上に努められます。 

(主に健康福祉部担当) 

７．自治会館、ふれあい会館の利用 

自治会の共有財産である“自治会館”と“ふれあい会館”を、会員は優先的に有利に利用できます。 

大小会合や趣味の集い、各種教室、講演会、冠婚葬祭など多目的に利用できます。 

（自治会館管理部会、ふれあい会館管理運営委員会担当） 


